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保元の亂源爲義（ためよし）等、これに
屬（ぞく）す。法皇【法皇】鳥羽豫め變あるを
度（はか）りて、諸將の
當（まさ）に召すべき者を
遺命（ゆゐめい）す。淸盛
與（あづ）からず。盖し忠盛の
夫妻（ふさい）、重仁に
傅（ふ）たるを以てなり。美福曰く、「
安（いづくん）ぞ
强（つよ）きこと
平宗（へいさう）の如くにして、召さゞること有んや」と。遂に之を召す。淸盛其宗を擧げて召に應ず。叔父
忠政（たゞまさ）は獨上皇【上皇】崇德の宮に赴く。淸盛の義子基盛、
撿非違使（けびゐし）たり。上皇の黨、源
親治（ちかはる）を宇治にて
擒（とりこ）にす。已にして源
義朝（よしとも）に敕して白河殿を攻めしめ、淸盛等を
留（とゞ）めて、宮を
衛（まも）らしむ。
少納言（せうなごん）藤原
通憲（みちのり）奏して、淸盛をして同く往かしむ。淸盛の長子を重盛と曰ふ。父に從ひて其西門を攻む。西門の將源
爲朝（ためとも）善く拒ぐ。我が先鋒の二將其れに射殺さる。淸盛曰く、「吾れ命を受くる必しも此門ならず」と。重盛
肯（がへん）ぜずして曰く、「敵を
擇（えら）びて進むは、豈武臣の爲す所ならんや、兒請ふ之に當らん」と。淸盛兵士をして重盛を擁止し、
與（とも）に共に南門を攻めしむ。白河殿陷る。上皇出で走りて
如意山（によいさん）【如意山】京都の東に入り、髮を
削（そ）りて南都に奔る。
途（みち）にして執へられて讃岐に遷さる。賴長
流矢（ながれや）に中り、已にして自殺す。帝淸盛に詔して、爲義を捕へんとすれども獲ず。忠政【忠政】淸盛の叔父出でて淸盛に依り、降を乞ふ。
聽（ゆる）さずして之を殺す。朝議因りて義朝をして爲義を殺さしむ。


淸盛を以て播磨守となし、
太宰大貳（だざいだいに）に
超遷（てうせん）す。重盛以下賞を受くる差あり。始め
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